























A Manual for the Members of Harassment Investigation Committee: 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Peyton, P. R. (2003). Dignity at work: Eliminate bullying and create a positive working 
Environment. Brunner-Routledge.
仁　平　義　明
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ハラスメントにあったら、どうすればよいか
１） 相手を無視するだけではだめです。ハラスメントは止まりません。
あなたがどんなに願っても祈っても、効果はないでしょう。相談や訴
えなど、何か行動を起こすことが必要です。
２）ハラスメントについての規則が、大学にあるかどうか探してみて
下さい。学生向けの大学案内や大学のウェブサイトの案内を探してく
ださい。どういう手続きをとればよいか書いてあれば、その通りにし
てください。
　もし、訴えの詳細な手続きについての規則がなかったとしても、道
はあります。あきらめないでください。
３）ハラスメントについて、出来事はすべて記録してください。日時、
場所、具体的にどんなことがあったか、などです。言われた言葉はで
きるだけその表現のまま、事実を忠実に書くようにしてください。
４）あなた自身がどう感じたか、自分がどんなことを言ったか、どん
なことをしたか、どんなささいなことも記録してください。
５）だれか、その場で目撃していたり、話を聞いていたりした人がい
たら、全員の名前を書いておいてください。その人たちはあなたのた
めに証言したり話をしてくれる可能性がないと思っても、書いておい
てください。
６）メモ、手紙、Ｅメール、ファクスなど、あなたを傷つけたり、ハ
ラスメントだと受け取れるような文書はすべてコピーをとっておいて
ください。不快で見たくないからと消去したり、捨てたりしたくなる
でしょうが、絶対にそうしないこと。最初はそうしてしまったとして
も、途中からでも記録は残すこと。思い出せるところは、思い出して
メモしておいてください。出来事の日付だけでなく、メモをした日付
も。
７）もし、ハラスメントをやめるように当の相手に直に求めるときに
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は、自分一人では行かないで、だれか一緒に行ってもらうようにしま
しょう。友人、同僚、あるいは信頼できる先輩や先生など、誰でもい
いから、一人では話をしないことです。
８）相手に面と向かって言えないときには、その行為がどんなもので、
あなたにどんな影響を与えているか、そしてそれを止めるように求め
るメモを、日付を入れて送ることです。そのメモのコピーをとってお
いて、残しておくこと。大学ではなく、できれば家に置いておくこと。
９）もし、あればハラスメント相談所、学生相談所、学部や研究科で
の同じような委員会、それがなければ、問題の人物の上位にある教授
や学部長・研究科長、事務長などに、出来事を報告するようにしてく
ださい。ハラスメントの相手が当のその人物のときは、相談機関に直
接に行くこと。
10）大学には、見てみぬふりをしないで真剣にあなたのことを考えよ
うとする人が、必ずいます。そして、あなたの未来は必ず今よりも良
いものになります。いじめにあって人を誰も信じられなくなっていた
としても、あなたの声に真剣に耳を傾ける人がいることを、もう一度
信じましょう。
（Peyton（2003）の「職場のいじめ」の説明を翻訳、改変したものです。訳と改変：仁平義明）
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